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アリは

な か ま

仲間とどうやって
はなし

話をするの 

●さわって
はな

話す 

 アリどうしが
で

出
あ

会うと、おたがいに、
なが

長い
しょっかく

触角で
あ い て

相手の
からだ

体をつついたり、
しょっかく

触角と
しょっかく

触角

をふれあっています。これが、
こえ

声が
だ

出せないアリの、
な か ま

仲間とのおしゃべりになります。 

●においで
な か ま

仲間かどうかチェック 

 さわったとき、
あ い て

相手のにおいもチェックしています。
おな

同じ
す

巣の
な か ま

仲間は、
おな

同じにおいがしま

す。そのにおいで、
じ ぶ ん

自分の
な か ま

仲間かどうかを、
み

見
わ

分けているのです。クロナガアリなどは、
す

巣

の
い

入り
ぐち

口に
もんばんやく

門番役のアリがいて、
しょっかく

触角でにおいや
しんたいけんさ

身体検査をし、
おな

同じ
な か ま

仲間でなければ、
す

巣に
い

入れさせません。
おな

同じ
しゅるい

種類のアリどうしでも、
す

巣がちがえば、においもちがい、
な か ま

仲間ではな

いので、えさの
と

取り
あ

合いで、とっくみあいのけんかをするときもあります。 

●アリの
ぎょうれつ

行列は、においをたどってできる 

 ふつう、アリがおいしいえさを
み

見つけたとき、そのアリの
ある

歩いた
ところ

所に、アリが
のこ

残したに

おいがしばらく
のこ

残っています。ほかのアリは、そのにおいを
しょっかく

触角でたどって、えさの
ところ

所へ
い

行きます。それがくり
かえ

返されて、アリの
ぎょうれつ

行列  

ができま
 

す。 

 クロナガアリは、においではなく、
たいよう

太陽の 
い

位
ち

置を
めじるし

目印にして、えさの
くさ

草の
み

実と
す

巣の
あいだ

間を、 
い

行ったりきたりします。えさを
み

見つけたアリ 

は、
な か ま

仲間にその
ば し ょ

場所を
おし

教えるためには、
な か ま

仲間 

の
からだ

体をくわえて
ひ

引っぱっていきます。 
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